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図22未分節領域と尾芽の境界部における組織変化（胎生11．5日横断面×200）。
a：㎞亡／≠胎仔b：㎞亡／k刀胎仔矢印：核濃縮や核の断片化を伴った変性細胞。
kητ／1ζ抗胎仔の未分節領域と尾芽の境界部（b）では、核濃縮や核の断片化（b矢印）
が間葉細胞に明瞭に認められ、その変性細胞の位置は背側に限局している。
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図23尾部先端の組織変化（胎生12．5日横断面×100）。
a：1m亡／＋胎仔b：、kn〃kη亡胎仔NT：第二次神経管　矢印：変性した第二次神経管
So：体節　SC：体節細胞　N：脊索TG：尾腸V：血管。1（刀亡／1（η亡胎仔では体節細胞
が拡張した血管内に小さな島を散在的に形成しているが（b）、明瞭な体節構造を
確認できない（図19hを参照）。神経管形成は明らかに阻害され、管腔は形成されず
扁平化した構造物のみが観察される（b矢印）。一方、、㎞f／≠胎仔の尾部先端部
（図19dを参照）では明瞭な体節構造が左右対称な位置に観察される。
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図24第一次神経胚形成における組織変化（胎生9．5日横断面×100）。
a：㎞τ／⊥胎仔b：．k撹／㎞亡≠胎仔NE：神経上皮細胞HG：後腸。
両系統ともに第一次神経胚形成の異常は認められず、写真では神経管が癒合する前
の神経板から神経ひだが形成される渦程が明瞭に観察される．
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図25第二次神経管の組織変化（胎生11．5日横断面×200）。
a：抽亡／＋胎仔b：1（ητ〃mτ＋胎仔NT：第二次神経管矢印：核濃縮や核の断片化を
伴った変性細胞。1（η亡／／（斑胎仔の第二次神経管（b）では、核濃縮や核の断片化（b矢印）
が神経上皮細胞に明瞭に認められ、その変性細胞の位置は背側に限局している。

